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◇
二
〇
二
二
年
度
高
岡
教
区
臨
時
教
区
会
報
告 

去
る
七
月
五
日
（
火
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
二

〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
臨
時
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
三
年
度
高

岡
教
区
各
種
会
計
決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
、
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

令
和
三
年
度
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
教
区
一
般
会
計
の
総
額
で

は
次
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
剰
余
金
が
千
四
百
六
十
九
万
九
千
八
百
六

円
と
、
前
年
度
比
で
一
万
二
千
九
十
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
一

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
例
年

開
催
し
て
い
た
実
践
運
動
教
区
委
員
研
修
会
・
千
鳥
ヶ
淵
法
要
団
参
・

教
区
「
平
和
を
願
う
つ
ど
い
」・
同
朋
運
動
推
進
者
養
成
研
修
会
・
教

区
新
年
会
な
ど
の
諸
行
事
が
開
催
規
模
を
縮
小
し
た
り
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
歳
入
で
参
加
費
や
助
成
金
が
減
額
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
歳
出
で
そ
れ
ら
の
行
事
の
開
催
経
費
が
大

き
く
減
額
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

歳
入
で
は
、「
各
種
助
成
金
」
で
各
教
化
団
体
の
研
修
会
開
催
助
成

金
が
減
額
に
な
り
ま
し
た
が
、
逆
に
公
聴
会
開
催
助
成
金
や
在
家
免

物
委
託
事
務
費
が
当
初
予
算
よ
り
も
増
え
た
た
め
二
十
四
万
円
以
上

の
増
と
な
っ
て
い
る
の
と
、「
願
記
手
数
料
」
で
多
く
の
寺
院
で
責
任

役
員
・
門
徒
総
代
が
任
期
満
了
の
年
度
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
雑
収
入
」
で
葬
儀
・
法
要
出
向
法
礼
・
印
刷
代
・

各
種
懇
志
教
務
所
事
務
費
等
が
当
初
予
算
よ
り
多
く
の
収
入
が
あ
っ

た
た
め
二
十
一
万
円
以
上
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳
出
で
は
、「
実
践
運
動
推
進
費
」
で
先
ほ
ど
触
れ
ま
し
た
よ
う
に

「
実
践
運
動
教
区
委
員
研
修
会
」「
全
戦
没
者
を
悼
み
平
和
を
願
う
つ

ど
い
」
な
ど
の
行
事
が
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
や
、「
千

鳥
ヶ
淵
法
要
団
参
」
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
経
費
の
減
額
や
、

児
童
念
仏
奉
仕
団
や
各
教
化
団
体
で
当
初
予
定
し
て
い
た
研
修
会
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
が
あ
っ
た
た
め
に
九
十
万
円
以

上
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
度
は
「
寺
院
教
化
助
成
費
」
と

い
う
費
目
を
新
設
し
、
教
区
賦
課
金
の
５
％
を
全
寺
院
に
教
化
助

成
と
い
う
こ
と
で
交
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
会
議
費
」

で
は
組
長
会
費
・
諸
会
議
費
で
会
合
数
減
に
よ
る
減
額
の
予
算
補

正
を
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
予
算
額
に
近
い
支
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
教
務
所
費
」
で
は
、「
人
件
費
」
の
社
会
保
険
料
を
増
額
し
た
予

算
補
正
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
二
十
九
万
円
以
上
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
「
事
務
費
」
で
も
出
張
交
通
費
・
消
耗
品
費
・

慶
弔
費
・
諸
雑
費
・
伝
道
車
費
な
ど
が
す
べ
て
減
額
と
な
り
六
十

一
万
円
以
上
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
特
別
会
計
の
『
会

館
運
営
費
』『
振
興
推
進
金
庫
』『
法
要
事
務
所
会
計
』
へ
は
予
算

通
り
の
回
金
を
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
教
区
特
別
会
計
の
決
算
で
す
が
、『
平
衡
資
金
積
立
会
計
』

『
転
退
職
積
立
会
計
』
は
預
金
利
息
の
み
の
変
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。『
災
害
対
策
会
計
』
で
は
、
佐
賀
教
区
へ
の
豪
雨
災
害
へ
の
対

応
を
諮
る
た
め
に
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
開
催
経
費
を

支
出
し
て
お
り
ま
す
。「
教
化
資
料
作
成
費
」
で
は
、
次
年
度
繰
越

見
込
金
が
二
十
万
円
以
上
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

当
初
予
算
よ
り
多
く
の
書
籍
を
購
入
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
歳
入

の
頒
布
収
入
と
歳
出
の
書
籍
購
入
費
と
も
予
算
補
正
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
次
年
度
へ
の
繰
越
し
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
費
会
計
』
で
は
、
宗
派
か
ら

の
助
成
金
交
付
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
行
事
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
歳
入
の
宗
派
助
成
金
も
歳
出
の
推
進
費
も
無
し
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。『
免
物
会
計
』
は
、
免
物
交
付
に
か
か
る
「
免
物
冥
加
」

が
五
十
万
円
以
上
、「
本
山
委
託
事
務
費
」
が
十
六
万
円
以
上
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
歳
出
の
「
回
金
」
の
費
目
で
本

山
委
託
事
務
費
を
全
額
一
般
歳
計
に
回
金
し
て
い
る
た
め
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
振
興
推
進
金
庫
」
や
『
法
要
事
務
所
会
計
』
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
回
金
と
預
金
利
息
の
変
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。
以
上
が
令
和
三
年
度
教
区
各
種
会
計
決
算
の
概
要
で

す
。 
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◇
一
般
財
団
法
人
教
学
財
団
理
事
会
・
評
議
員
会
報
告 

去
る
六
月
二
日
及
び
二
十
二
日
、
教
学
財
団
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

二
〇
二
一
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
、
二
〇
二
二
年
度
補
正
予
算
、
教
学
研
究
室

内
規
の
一
部
変
更
案
が
慎
重
審
議
の
上
、
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

二
〇
二
一
年
度
高
岡
教
区
教
学
財
団
決
算
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
事
業
活
動
収
入
の

部
で
は
、
受
取
会
費
に
お
い
て
、
教
学
研
究
室
賛
助
会
費
を
多
数
の
方
よ
り
納
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
受
取
賃
貸
料
収
入
で
は
、
会
館
使
用
料
等
を
収
納
し
ま
し
た
。

補
助
金
等
収
入
と
し
て
、
教
区
か
ら
の
財
団
運
営
助
成
金
と
し
て
三
百
万
円
を
収
納

し
ま
し
た
。 

次
に
、
事
業
活
動
支
出
で
は
、
修
繕
費
支
出
で
は
会
館
礼
拝
堂
床
下
の
シ
ロ
ア
リ

被
害
に
よ
る
床
下
及
び
床
面
の
修
繕
費
、
会
館
清
掃
料
、
ダ
ス
キ
ン
使
用
料
等
を
支

出
し
て
お
り
ま
す
。
光
熱
水
料
費
支
出
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
支
出
、

保
険
料
支
出
で
は
Ｊ
Ａ
建
物
共
済
保
険
料
を
支
出
し
ま
し
た
。
諸
謝
金
支
出
で
は
、

各
種
講
師
礼
等
を
支
出
、
負
担
金
支
出
で
は
会
館
永
代
経
・
報
恩
講
等
の
供
物
・
仏

華
・
弁
当
代
・
そ
の
他
を
支
出
し
ま
し
た
。
雑
支
出
で
は
公
認
会
計
士
委
託
料
等
を

支
出
し
ま
し
た
。
以
上
が
、
二
〇
二
一
年
度
決
算
の
概
要
で
す
。 

ま
た
、
二
〇
二
二
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
修
繕
費
に
は
会
館
駐
車
場
の
白

線
引
き
直
し
の
修
繕
費
を
追
加
計
上
、
ま
た
印
刷
製
本
費
支
出
は
減
額
し
、
諸
謝
金

支
出
を
増
額
と
し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
教
学
研
究
室
内
規
の
一
部
が
変
更
さ
れ
、
第
六
条
に
お
い
て
「
嘱
託
研

究
員
」
若
干
人
を
置
く
こ
と
で
き
る
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

【
別
紙
に
て
教
区
会
計
決
算
書
及
び
財
団
決
算
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
】 

◆
岐
阜
別
院
に
仏
壮
結
集 

～
第
２
連
区
仏
壮
岐
阜
大
会
～ 

六
月
十
八
日
土
曜
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
「
第

二
連
区
（
中
部
・
北
陸
）
仏
教
壮
年
岐
阜
大
会
」
が
本
願
寺
岐
阜
別
院
を
会
場
に
、

前
門
様
ご
臨
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
た
。
連
区
内
各
教
区
か
ら
、
総
勢
三
百
名
を
超

え
る
仏
教
壮
年
が
結
集
し
た
。
高
岡
教
区
か
ら
は
、
教
務
所
長
を
含
む
二
十
五
名
が

団
参
。
久
々
の
バ
ス
旅
行
と
久
々
の
連
区
行
事
参
加
と
な
っ
た
。 

朝
八
時
に
教
務
所
を
出
発
。
岐
阜
別
院
に
は
十
一
時
半
頃
に
到
着
。
午
後
一
時
か

ら
の
開
会
式
は
各
教
区
の
連
盟
旗
の
入
場

で
は
じ
ま
っ
た
。
高
岡
教
区
の
旗
手
は
射
水

組
禅
照
寺
の
金
山
仏
教
壮
年
会
（
前
坪
隆
会

長
）
の
北
角
喜
義
さ
ん
が
つ
と
め
た
。 

前
門
様
と
ご
一
緒
に
参
加
者
全
員
で
お

正
信
偈
の
お
つ
と
め
・
お
言
葉
・
挨
拶
の
後
、

各
団
体
・
個
人
へ
の
表
彰
式
で
は
、
高
岡
教

区
か
ら
は
糸
岡
組
宝
性
寺
の
大
乗
仏
教
壮

年
会
（
河
原
健
正
会
長
）
が
四
十
周
年
の
表

彰
を
受
け
た
。
仏
壮
連
盟
講
師
の
高
田
篤
敬

さ
ん
の
記
念
講
演
、
落
語
家
の
桂
塩
鯛
さ
ん

の
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
終
え
て
、
閉
会

式
で
は
次
期
開
催
教
区
の
石
川
教
区
仏
壮

連
盟
の
谷
口
理
事
長
が
挨
拶
し
た
。 

教
務
所
へ
は
午
後
八
時
半
頃
に
到
着
。
長
時
間
の
移
動
と
行
事
の
た
め
若
干
疲
れ

気
味
と
は
い
え
、
久
々
の
連
区
行
事
参
加
に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
満
足
さ
れ
て
い

た
よ
う
だ
っ
た
。
来
年
四
月
に
は
宗
祖
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
を

記
念
し
た
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。 

 

★
先
月
号
に
て
お
伝
え
し
た
会
館
永
代
経
の
ご
講
師
の
お
名
前
に
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

           

西本願寺高岡会館 

永代経法要のご案内 

 

下記の通り高岡会館の永代経

を勤めます。お誘いあわせてお

参りください。 

 

日時：７月１５日（金） 

     日中―午前１０時 

 

法話：高岡教区布教団布教大会 

 

日中：増山孝琢 師 

（新湊組妙蓮寺） 

       

四下順文 師 

（富山教区上新川組妙傳寺） 

 

※本年は、新型コロナウイルス

対策のため、日中の法話にて終

了といたします。 
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◆
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

水
平
社
創
立
百
年
に
寄
せ
て 

今
年
は
全
国
水
平
社
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
す
。 

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
三
月
三
日
、
全
国
各
地
か
ら
京
都
の
岡
崎
公

会
堂
に
集
結
し
た
被
差
別
部
落
の
大
衆
が
、〈
人
間
と
は
勦
（
い
た
）
は
る

べ
き
も
の
で
な
く
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
も
の
〉
と
、
声
を
挙
げ
、
全
国
水
平
社

が
誕
生
し
ま
し
た
。 

そ
の
際
の
創
立
宣
言
「
水
平
社
宣
言
」
は
、
日
本
で
初
め
て
の
人
権
宣
言

と
言
わ
れ
、
世
界
で
初
め
て
の
被
差
別
民
に
よ
る
人
権
宣
言
と
も
称
さ
れ
ま

す
。
こ
の
宣
言
文
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
今
日
も
な
お
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃

へ
の
運
動
の
指
針
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。 

宣
言
文
を
起
草
し
た
中
心
人
物
は
、
当
時
二
十
七
歳
の
清
原
一
隆
（
ペ
ン

ネ
ー
ム
西
光
万
吉
）
氏
で
す
。
奈
良
県
の
水
平
社
博
物
館
の
近
く
に
あ
る
西

光
寺
の
後
継
住
職
で
し
た
。
ど
こ
の
学
校
へ
行
っ
て
も
差
別
さ
れ
、
水
平
社

運
動
に
参
加
し
た
人
で
す
。 

こ
の
宣
言
文
の
核
心
部
分
は
、「
人
間
は
勦
は
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
な

く
、
自
ら
を
尊
敬
し
、
自
ら
を
解
放
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
る
べ
き
も
の

だ
」
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
言
い
方
で
い
え

ば
、「
人
間
の
尊
厳
」、「
基
本
的
人
権
」
と
い
う
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

「
勦
」
と
い
う
字
は
、
奪
い
取
る
、
滅
ぼ
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
同
時

に
〈
い
た
わ
る
〉
と
い
う
古
訓
も
あ
る
字
で
す
。「
勦
（
い
た
）
は
る
」
と

い
う
の
は
、
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
を
一
段
劣
っ
た
存
在
と
見
な
し
、
そ
の

上
で
哀
れ
ん
で
手
を
差
し
伸
べ
て
や
ろ
う
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
の
施

策
の
本
質
を
あ
ば
き
出
し
た
言
葉
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
で
は
絶
対
に
部
落

問
題
は
解
決
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
水
平
社
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
象

徴
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
時
点
に
立
っ
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、 

一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
の
夏
に
、
富
山
県
魚
津
で
起
こ
っ
た
、
主
婦
た
ち
に
よ
っ
て
始
ま

り
、
全
国
に
波
及
し
た
米
騒
動
と
根
底
に
お
い
て
繁
が
る
一
面
が
あ
る
よ
う

に
も
、
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
。 

そ
れ
を
担
っ
た
大
衆
の
大
多
数
は
、
真
宗

門
徒
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
正
し
く
真
宗
門
徒
に
よ
る

「
一
揆
」
の
再
現
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 姑

の
、
神
社
か
ら
持
ち
出
し
て
か
ぶ
っ
た
鬼
の
面
の
威
圧
を
も
の
と
も
せ

ず
、
信
に
裏
付
け
ら
れ
た
勇
気
を
示
し
、
姑
を
回
心
さ
せ
た
吉
崎
の
〈
き

よ
〉
と
い
う
名
の
嫁
の
逸
話
は
、
真
宗
門
徒
た
ち
の
一
揆
を
支
え
た
原
動
力

が
何
で
あ
っ
た
か
を
、
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

「
人
の
世
の
冷
た
さ
が
、
何
ん
な
に
冷
た
い
か
、
人
間
を
勦
は
る
こ
と
が

何
ん
で
あ
る
か
を
よ
く
知
っ
て
い
る
吾
々
は
、
心
か
ら
人
生
の
熱
と
光
を
願

求
礼
讃
す
る
も
の
で
あ
る
。」「
水
平
社
は
か
く
し
て
生
ま
れ
た
。 

人
の
世

に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
。」
と
い
う
結
び
の
言
葉
は
、
遠
い
昔
の
真
宗

門
徒
一
揆
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
の
で

す
。 一

方
で
、
大
多
数
の
被
差
別
大
衆
を
宗
門
の
中
に
抱
え
な
が
ら
、
差
別
を

容
認
し
て
き
た
宗
門
と
そ
の
教
学
は
、
根
底
か
ら
問
い
な
お
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
浮
か
び
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

人
の
世
の
冷
た
さ
を
容
認
し
、 

人
間
を
勦
わ
る
こ
と
の
身
に
つ
い
た

人
々
の
、〈
生
か
さ
れ
る
喜
び
〉
や
、〈
お
任
せ
〉
の
生
き
方
と
は
何
で
あ
っ

た
の
か
を
問
い
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
教
材
・
情
報
活
動
専
門
委
員
会
委
員 

岡
西
法
英
】 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 5:35～5:45 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

◎７／30（土）：吉村 隆真氏 

（本願寺派布教使・熊本教区詫麻組良覚寺住職） 

「究極の抱っこ」  

◎８／６（土）：小林 顯英氏 

（本願寺派布教使・大阪教区榎並組法栄寺前住職） 

「 ボクお坊 さんに」  

◎８／13（土）：小林 顯英氏 

（本願寺派布教使・大阪教区榎並組法栄寺前住職） 

「 いろんな人 に出 会 えてよかったな」  

□８／14（日）：弓部 裕明氏 

（高岡教区氷見組明覚寺） 

◎８／20（土）：小林 顯英氏 

（本願寺派布教使・大阪教区榎並組法栄寺前住職） 

「 お浄 土 への地 図 」  

◎８／27（土）：小林 顯英氏 

（本願寺派布教使・大阪教区榎並組法栄寺前住職） 

「 南 無 阿 弥 陀 仏 の用 (はたら )きにまか

せる」  

 

 

【西本願寺高岡会館８月の常例法座】 

ご講師： 吉 井 瑠璃子 師 

（高岡教区新湊組智徳寺） 

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（7/14～8/31）◇  

 ７月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

 

15 

20 

 

 

22 

24 

25 

27 

28 

29 

 

 

30 

 

８月 

１ 

３ 

10 

14 

 

 

 

 

22 

 

23 

24 

31 

常例法座 

教材委員会 

会館永代経 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御本典作法研修会 

 

聖典セミナー 

常例法座 

 

※14日-17日 

  教務所お盆休業 

 

得度講習会（～23）福光

教堂 

教学研究室公開講座 

得度考査 福光教堂 

 

 

 

仏婦広報委員会 

寺女研修会 

寺青習礼 

仏壮理事会 

寺青習礼 

総代会総会・研修会 

ビハーラ役員会 

ヤスクニ問題専門委員会 

子ども若者ご縁づくり委

員会 

教学研究室研究員会議 

関野組夏期講座（～31） 

 

 

 

布教団実践運動研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仏婦・寺女合同実践運動

研修会 

 

２０２２年度「教区賦課金」納入について（お願い） 

５月当初、各ご寺院様宛に教区賦課金の告知書を

送付させて頂きました。 

納入期日は告知書に記載してありますように前期

分が７月２２日、後期分が１２月２２日迄となって

おりますので早期の納入をお願い致します。 


